
 

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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合
併
や
諸
々
の
理
由
に
よ
る
会
社
の
消
滅
に

と
も
な
い
、
そ
れ
ま
で
の
集
大
成
的
な
記
録
と
し

て
刊
行
さ
れ
る
社
史
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
会
社
の
消
滅
後
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
等
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
社
史
も
あ
り
ま

す
。
最
近
の
新
着
社
史
で
見
か
け
た
中
か
ら
二
点

を
、
今
回
の
「
社
楽
」
で
は
紹
介
し
ま
す
。 

● 

ま
ず
、
エ
ッ
ソ
石
油
の
『
元
社
員
が
書
い
た
５

０
年
史
』（
上
・
下
巻
、
２
０
１
４
年
刊
行
）。
副

題
に
は
「
彗
星
の
よ
う
に
現
れ
、
そ
し
て
突
然
消

え
た
エ
ッ
ソ
石
油
」
と
あ
り
ま
す
。
１
９
８
１
年

ま
で
を
対
象
と
し
た
上
巻
は
「
エ
ッ
ソ
ブ
ラ
ン
ド

の
誕
生
と
躍
進
の
四
半
世
紀
」、
そ
れ
以
降
の
期 

 

ＳＨＡ 

ＲＡＫＵ 

 

会
社
の
歴
史
が
消
え
な
い
よ
う
に
。 

お
も
あ 

い
裏
話
的
な
内
容
も
多
く
、
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
会
社
だ
か
ら
か
、
気
兼
ね
な
く
書
け
た
部
分
も

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
何
よ
り
愛
社
精
神
や
社
員
で
あ
っ
た

誇
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
書
き
残
さ
な
け
れ

ば
消
え
て
し
ま
っ
た
歴
史
を
、
社
史
と
い
う
か
た

ち
で
残
し
た
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

（
裏
面
に
続
く
） 

間
や
、
全
体
的
な
事
柄
を
扱
っ
た
下
巻
は
「
成
熟

と
誇
り
、
そ
し
て
驚
愕
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
元
社
員
・
関
係

者
に
よ
る
記
名
の
原
稿
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末

に
は
「
資
料
編
」
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
年
表
、

広
告
・
Ｃ
Ｍ
、
社
内
報
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

上
巻
の
巻
頭
「
初
め
に
」
に
は
「
中
に
は
、
抱

腹
絶
倒
の
原
稿
も
あ
る
の
で
、
気
楽
に
（
１
０
０

０
ペ
ー
ジ
を
！
）
最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
、
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
項
目
を
見
て
い
く
と
「
エ
ッ
ソ
石
油
の

外
国
人
社
員
用
住
宅
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
な
ど
、
通

常
の
社
史
で
は
書
か
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な 

 

 

 



 

Ａ欄  Ｂ欄 

「日々に新たに」 ・     ・ ＴＯＴＯ 

「鷲」 ・     ・ 明治乳業 

「あたって砕けろ」 ・     ・ きゅうりのキューちゃん 

「炎と情熱の軌跡」 ・     ・ サントリー 

「かたち・わざ」「こころ・わざ」 ・     ・ 戸田建設 

「自然のちからを、未来のチカラへ。」 ・     ・ キングジム 

●お問い合わせ先 神奈川県立川崎図書館 科学情報課 

210-0011 川崎市川崎区富士見２－１－４ 

電話：044-233-4537 ＦＡＸ：044-210-1146 

http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/kawasaki/index.html 

 

（
表
面
か
ら
続
く
） 

● 
つ
ぎ
に
『
第
一
勧
業
銀
行
３
０
年
の
歩
み
』（
２
０
１
４
年
刊
行
）

を
紹
介
し
ま
す
。
冒
頭
の
「
ご
あ
い
さ
つ
」
に
よ
る
と
、
１
９
９

２
年
刊
行
の
『
第
一
勧
業
銀
行
二
十
年
史
』
以
来
、
２
０
０
２
年

の
合
併
に
よ
っ
て
、
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
に
な
る

ま
で
の
行
史
が
空
白
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い
、「
第
一
勧
業
銀
行
が

存
在
し
な
い
今
と
な
っ
て
は
、
こ
の
１
０
年
間
を
カ
バ
ー
す
る
正

式
の
「
三
十
年
史
」
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
し
ょ
う
。

我
々
第
一
勧
業
銀
行
に
籍
を
置
い
た
者
に
と
っ
て
は
寂
し
い
限
り

で
あ
り
ま
し
た
。」
と
刊
行
へ
の
想
い
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

『
第
一
勧
業
銀
行
３
０
年
の
歩
み
』
は
、
エ
ッ
ソ
の
よ
う
に
裏
話

的
な
内
容
で
は
な
く
、 

合
併
に
至
る
１
０
年 

間
の
歴
史
を
中
心
に
、 

丁
寧
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト 

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

   

● 

い
ず
れ
も
後
継
会
社
の
協
力
は
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
刊
行
自

体
は
後
継
会
社
か
ら
で
は
な
く
、『
元
社
員
が
書
い
た
５
０
年
史
』

は
「
エ
ッ
ソ
５
０
年
史
編
集
委
員
会
」、『
第
一
勧
業
銀
行
３
０
年

の
歩
み
』
は
「「
第
一
勧
業
銀
行
３
０
年
の
歩
み
」
編
纂
委
員
会
」

か
ら
の
刊
行
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

（
科
学
情
報
課
・
高
田
） 

 

 

【クイズ】Ａ欄の社史の書名とＢ欄の社名（商品名）を結んでみよう。 

【答え】 「日々に新たに」（サントリー）、「鷲」（キングジム）、「あたって砕けろ」（東海漬物／

きゅうりのキューちゃん）、「炎と情熱の軌跡」（ＴＯＴＯ）、「かたち・わざ」「こころ・わざ」（戸

田建設）。「自然のちからを、未来のチカラへ。」(明治乳業)です。 

★次の機会には、四文字熟語が書名の社史を取り上げたいと考えています。 


